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1. OpenMPを利用したマルチスレッド応用プログラムを想定
2. ページサイズ制御に用いるスワップ回数、各for文時間計測はマスター

スレッドのみで行う
3.  応用プログラムの全スレッドに対し，同一のページサイズ変更を適用

マルチスレッドプログラム向けページサイズ可変機構の制御方針

ページサイズ変更方式

ページサイズと通信スラッシング
適応型自動ページサイズ制御機構
AAPCの効果(逐次プログラム適用時）

マルチスレッドプログラム向けページ制御動作実験

NPB2.3[5]のSPのAを，ローカルメモリをプログラムサイズの
25%に設定し最大2スレッドで実行
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繰り返し毎に実行
時間が減少

ページサイズ
初期値 32KB

ページサイズ
128KB~4KB

ループID毎に違う

マルチスレッドプログラム向けページ可変制御方針
が有効であることを確認．今後，多スレッドによる安
定稼働，複数応用における性能評価を行う予定

1. ページサイズを小さくする (スラッシング抑制)
スワップ回数(WS推定値) > 計算ノードのページ数
→次回のページサイズ:計算ノードのメモリサイズ/スワップ回数

2. ページサイズを大きくする (通信効率の向上)
計算ノードのページ数>スワップ回数→ページサイズ*2

3. ページサイズ変更後の性能がよくない場合元のページサイズへ戻す
変更後の実行時間>変更前の実行時間*1.1→元のページサイズへ

4. 選択的適応 (ページ可変機構オーバヘッド削減)
実行時間の長いループ文にのみページサイズ変更を行う

DLMシステム

• 繰り返し処理の
ページスワップ回数と実行時間を計測

• 計測箇所毎にループIDを設定

自動調整関数

NPB SP B ローカルメモリ率10%で実行

背景

遠隔メモリ利用により、主メモリサイズを超える大きなデータを処理す
ることが可能なDLM（Distributed Large Memory)[1]が開発され、実用上
有効であることがわかっている。DLMでは、複数のメモリサーバと計算

ノード間のデータ交換ページサイズが指定可能で、応用プログラム実
行時の各ループ文のメモリアクセス特徴に応じたページサイズに自動
制御することにより、メモリサーバとの通信スラッシングを抑制すること
が可能である[2]。本発表では、従来、シングルスレッドプログラム向け
であった適応型自動ページサイズ制御(AAPC)[3]をマルチスレッドプロ
グラムへ適用できるようにDLMを拡張し[4]、マルチスレッド向けのペー
ジサイズ制御方式を試作して稼働実験を行った。

ページサイズが応用の実行時間に及ぼす影響
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